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今日お話しする内容 

1. 現状 

2. 過去10年 

1. その前 

2. 試行錯誤 

3. 今後の10年 

1. 大学間格差 

2. 地域ネットワークの変化 

2018/02/22 2 



現状 

• 大学で障害学生支援を意識（様々なレベルで） 

• 大学ごとの取り組み 

 

 

• 情報収集の場としての地域ネットワーク 

• 担当者の“愚痴のはけ口”としての地域懇談会・情報交換会 

• 関西の地域性 

• 京都の地域性 
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過去10年 -その前- 

• 1949年頃 

• 同志社大学，立教大学 

• 点字受験，盲学生の受け入れ 

• 1987年 

• 筑波技術大学開学 

• 2004年 

• 日本学生支援機構（JASSO) 

• 障害学生支援事業開始 

• PEPNet-Japan立ち上げ 
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過去10年 –大学の試行錯誤- 

• 聴覚障害学生への対応 

• ノートテイカーの確保が難しい 

• 発達障害学生への対応 

• どうしたらよいのか分からない 

• 予算がない，少ない 

• 支援情報の入手困難 

• 誰に聞いたらよいのか分からない 

• 支援情報公開への躊躇 

• 公開してたくさん来たら困る 
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過去10年 –JASSOの試行錯誤- 

• 2005年 

• 「障害のある学生の修学支援に関する実態調査」開始 

• 京都，仙台，福岡で「障害学生支援セミナー」開催 

• 2006年 

• 春，「障害学生修学支援コーディネーター養成プログラム
研究会 

  （コー研）」開催（京都） 

• 夏， 「障害学生修学支援コーディネーター養成プログラ
ム」開催（京都） 
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過去10年 –KSSKの試行錯誤(1)- 

• 様々な大学が持っている支援情報の共有が必要 

 ⇒ 地域ネットワークを作ろう 

• JASSOの拠点事業 

• なぜかあまり活発な活動は見られなかった 

• 拠点大学を中心に地域ネットワークが作られる 

• 京都，北海道（札幌）,etc. 
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過去10年 –KSSKの試行錯誤(2)- 

• KSSKの発足 

• 関西障害学生支援担当者懇談会 

 (Kansai Syougaigkausei Shientantousya Kondankai) 

• 予算がない（場所は幹事校の持ち回り） 

• 支援を必要とする支援担当者への支援が十分にできな
い 

• 大学コンソーシアム京都の一事業として再出発（助かった！） 
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今後の10年 –大学間格差- 

• 格差の現状 

• 支援職員の数 

• 専門員の配置の有無 

• 支援内容・設備 

• 大学・法人の考え方 

• お金も人もないよ 

 

• やらなきゃならない 

• 様子見から，戦略へ（受験生の取り込み） 
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今後の10年 –地域ネットワークの変化- 

• 情報共有 

• 情報の発信と受信 

 

 

• 情報収集 

• 情報の受信（発信） 

• 自大学の戦略に沿った必要な情報の入手 
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今後の10年 –拠点化・拠点大学- 

• ネットワーク維持に大きな負担 

※ 設置等に関わった人が移動・退職する場合の引継
ぎ 

 

 

• 拠点大学や地域ネットワークの増加は期待できない 

 

 

• 今あるネットワークを大切にしましょう 
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障害学生支援の目指すところ 

• 大学の教育改革の一つ 

• 障害学生，留学生，働きながら勉強する学生，高齢者の
学び直しなど，少数者への教育的配慮の一つ 

• 変化への対応能力の育成 

• 支援する側，される側，いつでも変わりうる 

• 学生生活4年間での変化 

• 支援と自立 
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まとめ 

• 自大学に合った支援の確立 

• そのためのネットワークの利用 

 

 

• 基礎知識の獲得 

• 事例共有 

• 高度な専門性へのステップアップ講座    
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